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障害の あ る子 ど もの ICT を活 用 した国際理解教育 に つ い て
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　 岐 阜県で は 平成 16 年度か ら総合教育セ ン タ
ー

を拠 点 とし て 、学校 間総合 ネ ッ トの 遠 隔学習

機能 （TV 会議 シ ス テ ム）を活用 した海外 との 交流活動 を実施 し て い る。これ ま で 、時差の 少 な

い オ ー
ス トラ リア の 学校 と県立学校と の 間で、生徒の 情報発 信能力 と英語 力の 向 上を図 る 目的

で 実 践 し て きた が、今 年 の 2 月 に は聴覚 に障害 の ある岐 阜聾学校 の 生徒 と、や は り多様 な障害

の あ るオ
ー

ス トラ リア の 学校の 生徒 との 問で、岐阜女子大学の 担 当者及び岐阜県教育委員会情

報処理研修室 の 担 当者の サ
ー

ポ
ー

トに よ り 、 TV 会議 シ ス テ ム に よ る遠隔 協同学習を行 っ た。引

き続 き今年度 も実施 を計画 して い る。それ らの 成果 と課 題 に つ い て発 表す る。
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1 ．は じめに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学校 あげて の 信頼 ・協調 ・責任 の 基に推進 し

　特別 支援教育は障害や発 達に つ まず きの あ

る児童生徒の 一
人

一
人 が 、そ の 障害の 状態 、

特性及び発達段 階等に応 じた き め細かな教育

を受け る こ とに よ り、持 っ て い る能力を最大

限に伸 ば し、積極的に 自立 し社会参加 で き る

こ とを目指 して い る，、

　岐 阜県内に は 、 盲学校 1 校、聾学校 1校、

養護学校 （知的障害、肢体不 自由、病弱） 12

校が あ り 、 障害の 状態や発達段階に 応 じ た教

育内容 ・方法に よ り、手厚 く、きめ細や か な

教育を行 っ て い る。

　今 回、ICT を活用 した国際理解教 育に意欲

的に 取 り組ん だ岐阜聾学校
D
は、 3 歳か ら 5

歳 ま で の 教育を行 う幼 稚部か ら、小学部、中

学部、高等部 と 2年間 の 専攻科課程を持 つ 、

県内唯
一

の 聴覚に障害の ある幼児児童生徒 を

対象に した学校で ある。

　岐阜聾学校 で は、早い 時期か ら補聴器 を使

っ て 「音」 の 存在 に気付かせ た り、「こ とば」

の 力をっ け るた め の f寧な指導や 、 人 と関わ

るカを育 て るた め の 様 々 な体験的 な活動 な ど

を行 い 、障 害を克服 して社会参加 ・自立 に向

け て の 専門的な教育を行 っ て い る 。

　特 に 、豊か な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力を身

に付 ける た めに 、
「生 き方づ く り （心）」、「学

び 方づ く り （意欲）」、 「体力づ くり　（体）」 を

て い る。

　特 色あ る教育活 動の 例 と して 、中 ・高等部

の 生徒に よ る 「和太鼓演奏」 は 、地域社会で

の 交流活動か ら、昨年度は 中国 ・上海 市で の

国際交流活動 に ま で発 展 し、熱烈 歓迎 を受け 、

児童 生徒及び 教職 員は確か な手 ごた えを感 じ

て い る。

　また、情 報活用能力の 育成 とコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 活動 の 増大 を 図 る 目的で 進 め て い る

「情報教育」 は 、 学校長 をは じめ教職 員 の 熱

の 入れ 方に も並外れ たもの が あ り、様 々 な教

育活動 の 場面で 活用 し、幼 児児童 生徒 の 中に

着実に 浸透 して きて い る。

「岐阜聾学校 に お ける情報教育1
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KATO 　Tomohito 　 ：岐阜県立岐阜聾学校

YAMADA 　Hidetaka　 ： 岐阜県教育委員会研修管理 課

HIBINO 　Kiyotaka　：岐阜県教育委員会研修管理 課
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2 ．い つ で も会え る海外 の 友達支援事業

　岐阜県で は平成 14 年 5 月に 全て の 県立学

校 を結ぶ 学校 間総合 ネ ッ ト （1Gbps ）が稼動

し 、 平成 17 年度に は全 て の 小 ・中学校が学

校間総合ネ ッ トに接続 され る予 定で あ る。

　 「人材 の 共有」 「情報の 共有」「行動の 共有」

を合言葉 に、こ の 学校間総合ネ ッ トを活用 し

た様 々 な活動 が実施 されて い る。
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　い つ で も会 え る海外 の 友達支援事業は それ

らの活動の
一

つ で 、事業の 概要 は以 下の よ う

で あ る。

1　 目的

　岐阜県 総合教育セ ン タ
ー2）

を拠点 と して学

校間総合ネ ッ トの遠隔学習機能 （TV 会議 シ ス

テ ム ）を活用 した海外 と の 交流活動を実施 し、

生徒の 情報発信能力や英語力 の 向 Eを図る。

2　 事業内容

　 時差 の 少な い オー
ス トラ リア の 学校 と TV

会議 シ ス テ ム を活 用 し た交 流 を実 施 す る。

　 ・実施校 ：実施 を希望す る県立学校の うち

　　 28 校 （3 年間に全て の 県 立学校で 実施）

　 ・ 交流内 容 ：公 開授業、協同テ ー
マ 研 究、

　　 合同授業、文化交流 の 実施 など

3　 事業 計画

（1 ） 実施方法等

　　  交流希望調 査 票 に よ り、調 整 を図 り

　　 　 実施す る。

　　  実施 時間は 1校当 た り 2 時間 × 28

　　 　 校、総時間数 56 時間分

　　  実施期間は 、平成 16 年度内 とす る

　　　　 （単年度の 予算執行）

（2 ） 交流手続 きの 流れ

　　 5 月 ： 交流希望調査

　　 6 月 ： 交流実施確 定通知

　　 7 月 〜
： 申 し込 み及 び ホ

ーム ペ ー
ジ 1二へ

　　 　　　の 掲載

4 　 事業効果

　 ・ 顔 を見 なが らの 直接的 な交流 を体験す

　　 る こ とに よ り、国際社会の
一

員 と して

　　 の 自覚を 育成する 。

　 ・ 英語 を使用す る機 会を増や し、実践的

　　 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力を育成す る。

5　 事業実施に係 る経費

　県教育委員会が負担する 。
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　TV 会議 シ ス テ ム を活用 し た遠隔協同 学習

を進め る に は 、当該校 の 時間調 整か ら学習内

容 の 検討 、 学習者 の 意識 の 高揚 に い た る ま で

担 当者の 負担は相 当な もの が あ り、ま して や

海外 との 交流 となると、そ の 意義 は認めて も

進ん で 実施 し よ うとは考え ない の が普通 であ

る。今回の 教育委員会の 提案は 、 各学校及び

そ の 担当者 の 負担を極力軽減 し、生 徒の 学習

機会 を拡大 し て国際理解教育を積極的に推進

し よ うとす るもの で あ っ た 。

　岐阜県内 の 高校に は 、オ
ース トラ リ ア の 学

校 と何 らか の 交流 を進 め て い る と こ ろ が 15

校程 あ り、E−mail で の 交流か ら、生徒が相手

の 国に で か けて ホ
ーム ス テ イ を しなが ら海外

研 修を行 うもの ま で、活 動の 内容 は様 々 で あ

る。これ らの 高校の 中に は今回の 事業に意欲

を 示 し、早速 とそ の 準備 に 取 りか か る と こ ろ

もあっ た 。

　 しか し、初期の 段階で 実際 に こ の 事業に何

らか の 関心 を示 した の は 、81 校 中 の 12 校

で あ っ た 。 事業 の 目的 と内容を い ろ い ろな機

会を捉 えて説 明す る とともに 、ICT を活用 し

た 国際理解教育を、先導的に椎進する こ とに

協力的な 学校 を選 ん で 依頼す る こ とや、意欲

的な学校に は年度 内に 複数回 の 実施を認め る

など、事業計画を少 し修正 す るこ とも検討 さ

れた。

　 ま た 、遠隔協同学習を 円滑に進め るため に 、

オ
ー

ス トラ リア と冂本 の 教 育の い ずれ に も詳

し い 教官が い て 、学校間総合ネ ッ トに接続 し

て い る岐阜女子 大学が 間 に入 っ て 支援す る こ

とに な っ た 。

　 平成 16 年 8 月 6 日には 、県立高校 2 校 と

私立 高校 1校、そ して 岐 阜女 子大学が オ
ー

ス

トラ リア ・クイ
ー

ン ズ ラ ン ド
・ブ リス ベ ン の

コ リン ダ 高校 と TV 会議 シ ス テ ム を活 用 し た

遠隔 協同学習 を行 っ た。こ の 様子 は、岐 阜女

子大 学を会場 に して 開 催 され た 「21 世 紀 の

教育を考 える会」
3）
の 国際理 解教育分科会で 、

多 くの 出席 者も観 る こ と が で き た 。こ の こ と

に よ っ て 、 各学校 の 教員は ICT を活用 した

国際理解教育が 極め て 平易 に進 め る こ とがで

き る と認識 した。

3 ．岐阜聾学校 と コ リ ン ダ高校と の TV 会議

障害や発達に つ まず き の あ る児童 生徒 が、

国 を越 えて 互 い の 学校 生活 を見聞す る こ との

意義は大 きい と考 え て 、双 方 の 学校長 をは じ

め関係者 の 理解 を得なが ら 「障害 の あ る 子ど

もの ICT を活用 した国際理解教育 1 の 計画を

進 め た。
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以下は、実際に行わ れ た 交流 の 概要 で ある。

コ 1丿ンダ高校 との TV 会 議交流

　 （い つ で も会える海外 の 友達支援事業）

1　 日的

　・海外 との 交流体験 を通 し、英語 に 関心 を

　　もっ と ともに積極 的に 学ぶ 。

　・自分 た ち の 住む 地域 、 学校 に つ い て英語

　　で紹介す る 。

　 ・意見交流 を通 して 、相手の 学校の 様子や

　　高校 生の 考え を知 り見聞 を広 め る。

2　 交流相手 校

　　オ
ー

ス トラ リア 　 コ リン ダ高校 4 ，

　　 （Corinda　State　High　School）

3　 交 流 日時

　　平成 17 年 2 月 25 日 （金）

　　　　　 9 時 50 分〜 10 時 40 分

4　 参加 生徒

　 ・コ リ ン ダ高校 （Special　Education　Class）

　　障害 をもつ 高校 生 42 名の 中か ら交流を

　　希望す る生徒 （障害種は 多種）

　 ・岐 阜聾学校

　　高等部 1 〜 3 年生 　 16 名

　　専攻科　 2 年生　 1 名　　 計 17 名

5　 交流の 計画 ・準備

　  交流 の 内容 と紹 介文 の 作成 （参加 生 徒

　　 全員）

  紹介文の 英訳 （英語科の 授 業）

　  情報 の 収 集 、発表資料 の 作成 （情報科
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  英 文紹介 （ス ピーチ ）の 練習

  岐 阜女子 人学と の TV 会議 交流 （試 行）

　 　　　 平成 16 年 11 月 2 日

  当 日の 進行 ・サポ ー ト

  交流 の 感想 の ま とめ

6　 当 日の 交流内容

  始め の あ い さつ （代表生徒）

  岐阜聾学校か らの 紹介

　　 ・岐 阜県の 紹介

　　・岐阜市 の 紹介

　　・岐阜 聾学校 の 紹介

  コ リン ダ高校か らの 紹介

  意見交流

　　 双 方か ら自由に質疑応答

  交流の 感想 を発表す る

  終 わ りの あい さつ （代表生徒）

4 ．国際交流 の 感想

　画面に大写 し の 、初めて み る光景を前に し

て 話 しか け る こ とは、生 徒で な くて も緊張す

るもの で ある。生 徒達の
一
所 懸命 さが そ の 場

に 居合わせ た もの の 体 感を生 み 、その こ と

が相手に伝わ り、次第 に距離 を超 え言葉 を超

えて 、ま さに心 と心 が通 い 合 う状況 に変わ っ

て い く様相 を 目前に 見る こ とが で きた
。

　国際理 解教育を進め るに は 、 言葉が 大 きな

鍵 になる こ とは誰もが認め る こ とであ るが 、

言葉だ け で は な い 。む し ろ言葉 を意識 し過 ぎ

る こ との 方が 問題 で あ る 。 お 互 い が分 か り合

お うとす る こ と、分か っ て ほ し い と真剣に 伝

える こ とが 、互 い の 心 が通 じ合 う最大 の鍵 で

あ るこ とを、そ こ に い た全て の 教育者が感 じ

た こ と で あ る。双方 の 学校長が 、互 い の 生徒

の 活躍ぶ りを褒 め称 え、意気投合 し て 今後 の

交流 を誓い 合 っ た 。

　交流を終わ っ て 、岐 阜聾学校の 生徒の 感想

は 、次の よ うで あ っ た 。
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　生徒が 書い た感想 には次の よ うな もの が あ

っ た。

　
・今 まで国内 の 学校 と交流 して きたが、違

　　 っ た 新鮮 さが あ っ た。

　 ・英語 を話す こ とは難 しい けれ ど、 コ リン

　　ダ高校の 生徒に伝 え られ て よか っ た 。

　 ・交流 して 、もっ と英語 を知 りた い と興味

　　が わ い て きた 。

　 ・コ リ ン ダ高校は い ろ い ろ な コ ー ス や部活

　　動が あっ て
、 すば らしい 学校だ と思っ た 。

　
・オー ス トラ リア へ 行 きた くな っ た 。

　 ・もうす ぐ卒業す るけれ ど、最後に い い 経

　　験が で き た 。

5 ．今後 の 課題

　 初め て の 試みは、失敗 しない ように とい う

双 方の 周到の 心 配 り と準備 に よ り、生 徒達や

職員の 感想か らも分 か るよ うに、多 くの成果

が あ っ た。 しか し、い っ で も 「会え る海外 の

友達支援 事業」が 目指す もの は、終わ っ て 「ほ

っ と し た 」 と言 っ て 胸をなで 下 ろす よ うな も

の で な く、も っ と気軽に 、普段の ままの 姿で

協同学習を行 うよ うにな らねばな らな い
。

　 その た めに は、こ の 活動 を継続す る こ とと、

他 の 障害 を持 っ た児童 生徒 に も ICT を活用 し

た国際理 解教育を進 め る必 要 がある 。
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1） 岐阜聾学校

http：／／school ，gifu
−
net ．　ed ．　jp／gifurou −

s

2 ）岐阜 県総合教育セ ン タ
ー

http ：／／www ．　gifu
−
net ．　ed ．　jp／gec／index／html

3 ） 21 世紀 の 教育を考え る会
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4 ） コ リン ダ高校

htt　
’
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